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論文の内容の要旨および論文審査の結果の要旨 
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論文題目 

精神保健福祉士養成における実習教育のあり方に関する検討 

 

論文内容の要旨 

 主題を表示する標題が論文の目的と内容を示す。 

「はじめに」において、宮崎は、制度上も PSW 養成教育において実習教育が格段に強く

重視されてきたのに、依然その「あり方」に関する研究が欠乏している状態が続いている

中で、「あり方」に関する研究を続け、本論文において調査と考察を行うと提起する。 

まず第 1 章で、「精神保健福祉士養成教育をめぐる状況」を述べ、PSW の専門職的任務を

確認する。 

第 2 章「精神保健福祉士養成課程における『精神保健福祉援助実習』の意義」が本研究の

主体をなす。宮崎は，氏が過去に 13 年間、実習教育と関連科目の教員をしていた Z 大学

の社会福祉学科（後に学部）の 1999 年 4 月開設の「精神保健福祉士コース」から送り出し

たゼミ生を中心に卒業生に問い合わせ聴き取り調査の承諾を得た「調査協力者」18 名と、

実習先の施設と機関のベテラン実習指導者 4 名から「半構造的」聴き取りを行い、生の声

を最大限生かす方向で記録を整理することによって、「実習の意義」について反省と課題

に亘って探求している。 

第 3 章「精神保健福祉士養成のための実習教育のあり方」では、実証的に第 2 章で発掘さ

れ整理された知見と残された課題の補足的な再確認を行った。けだし PSW の養成におけ

る現場実習教育は、実習生を主体にその発達可能性を実現するための大学と実習先、とく

に実習指導員との協力・協働と共同研究によってこそ充実し発展するものであると考察し

ている。 

 

論文審査の結果の要旨 

 主査自身がかつて 3 年間この大学に教授として在籍し、現在のような教員資格の縛りの

ない時期だったこともあり、直接、実習巡回を含めて実習教育にも参加することによって、

この学科が当大学が所在するＮ県内の実習指導者たちと深く交わり協力関係を維持し活用
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していたこと、また広域的な実習巡回経験の中でとりわけ当該 N 県内の施設とベテラン指

導員の実習指導能力の高さに感銘したことを振り返り、本論文の実証研究のフィールドが

説得力ある知見を得るのに好適であることを証言したい｡ 

制度上も実習の重視が格段に強められている。1997 年 12 月に精神保健福祉士法が成立

し、福祉士養成大学に PSW の養成が行われるようになり、それらにて実習教育が重視さ

れ行われたが、2010 年 3 月 29 日付けで改めて厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精

神・障害保健課より「精神保健福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」が

示達され、PSW 養成教育における実習教育の量的質的改善の具体的指示が行われ，各養成

大学はカリキュラムの大幅改定と教員資格基準の厳格化を行なった。その中で最も重視さ

れたのは実習教育の改善であったが、もともと実習教育は福祉士養成教育の中心、集大成

をなすものとされていたが、その一層の量的質的改善を求められたわけで、「実習教育の

あり方」について調査し研究する必要がなお一層は大きくなっている。ところが、この重

要性にも関わらず、「あり方」に関する調査研究は絶対的に不足し、水準の高い本格的な

先行研究は依然ほとんどない。 

専門的な実習教育担当者である宮崎は、本論文においてあえてこの欠落を埋める冒険的

研究を試み、未開拓の領域に鍬を入れた。本論文では、とりわけ聴き取り調査の設計と実

施、そしてその整理が中心をとし、とくに現場に居る 13 年間の卒業生と実習先の全国トッ

プクラスの指導員からの聴き取り調査とその記録の整理を行っている。圧巻である。 

よって本論文は、研究成果の独自性と創造性と社会的貢献性が顕著である。理論的考察

にもっと厚みをとか、国際比較などもほしいなどの、ないものねだりもありうるが、それ

らは他日を期すことにして、これだけでも博士論文の要件を満たしていると評価したい。 

以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査

した結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 

 

学力の確認の結果の要旨 

本論文の審査を通して学位申請者の学力の確認を行ったところ、博士として十分な学

識を有していることが確認できた。以上により、本学位申請者は博士課程を修了した者

と同等以上の学力を有すると判断した。 


